不当廉売論 by 道津 厚平
商
業
と
經
濟
不
當
廉
賣
論
米
國
　
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
原
著
道
津
厚
平
譯
本
来
関
税
の
目
的
と
す
る
所
は
、
自
国
と
外
国
と
の
其
の
絶
え
ざ
る
競
等
状
態
を
平
衡
な
ら
し
め
ん
と
す
る
に
あ
れ
ど
も
、
萬
一
自
国
の
議
会
に
於
て
、
其
制
定
せ
ん
と
す
る
関
枕
法
が
否
決
せ
ら
る
～
場
合
に
於
て
は
、
只
猫
、
外
国
の
み
を
利
益
せ
し
む
る
の
結
果
と
な
る
を
以
て
、
斯
る
場
会
に
之
が
封
袋
と
し
て
何
等
か
之
に
慶
す
る
所
の
補
助
的
立
法
の
方
法
を
制
定
し
置
く
べ
き
こ
亡
は
、
大
に
必
要
な
り
と
す
、
著
之
を
共
棲
に
放
任
せ
ん
か
、
禁
止
閲
枕
の
如
き
忽
ち
事
に
皆
て
動
揺
を
生
す
る
を
免
れ
ざ
る
可
し
、
而
し
て
陶
枕
法
は
、
外
国
ど
の
競
肇
に
於
て
、
よ
く
自
国
の
産
業
が
、
平
衡
的
地
位
に
あ
ら
ん
こ
亡
を
企
固
す
る
も
の
な
ら
と
躍
、
自
国
の
貿
易
が
常
に
同
様
の
地
位
を
保
ち
て
更
に
何
等
の
慶
化
を
も
生
せ
ざ
る
は
、
決
し
て
喜
ぶ
可
き
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
不
常
壁
只
な
る
語
は
、
吾
人
頻
に
耳
に
す
る
所
な
る
が
、
常
人
は
甚
だ
環
然
た
る
意
味
を
以
て
之
を
使
用
し
、
大
抵
の
場
会
に
於
て
、
外
国
が
、
商
品
を
極
め
て
靡
債
に
貢
捌
く
競
肇
を
指
耕
せ
ち
、
故
に
、
外
国
の
製
造
業
者
が
、
米
国
に
於
て
其
製
造
品
を
販
貢
し
、
然
か
も
共
販
貢
値
段
、
飴
り
に
低
廉
な
る
翁
、
米
国
の
競
事
者
は
、
其
螢
業
す
ら
維
持
し
能
は
ざ
る
困
難
に
箔
ゐ
り
た
り
と
せ
ば
、
此
外
国
の
不
常
壁
軍
は
、
恰
も
罪
意
を
構
成
し
た
る
も
の
1
如
く
思
惟
す
る
も
の
あ
れ
で
も
、
決
し
て
、
然
ら
す
、
何
ど
な
れ
ば
、
此
外
国
製
造
品
の
原
情
は
、
米
国
の
製
造
品
よ
り
も
、
安
倍
に
貢
捌
き
で
、
何
且
、
利
益
を
待
ら
る
～
を
以
て
掌
り
、
故
に
吾
人
は
、
斯
の
如
き
を
以
て
、
二
三
八
不
砂
田
成
長
ご
指
務
す
る
は
、
甚
だ
英
理
由
子
知
る
に
苦
し
な
も
の
な
b
、
若
、
五
日
人
不
幸
に
し
て
、
不
信
康
真
に
際
合
し
た
り
ご
せ
ば
、
吾
人
は
只
之
に
劃
し
て
波
件
似
合
施
す
べ
き
な
b
、
而
し
て
療
法
さ
は
他
な
し
、
之
に
高
波
を
課
す
る
こ
ご
に
し
て
、
決
し
て
不
山
首
廉
長
排
尽
治
の
制
定
を
意
味
す
る
に
は
あ
ら
歩
、
斯
の
如
き
場
合
に
は
、
之
等
の
外
図
製
造
口
仰
の
販
頁
値
段
が
、
米
国
製
逃
口
仰
の
庶
債
以
下
に
降
る
こ
ど
を
防
止
す
る
を
以
て
急
務
さ
し
、
同
時
に
之
に
鑑
み
で
、
関
税
法
を
改
訂
せ
ゴ
る
可
ら
子
。
議
に
.
不
蛍
庶
民
に
は
あ
ら
ま
る
も
ι
往
々
之
さ
混
同
せ
ら
れ
、
通
商
上
難
貼
ご
思
惟
せ
ら
る
、
方
治
あ
り
.
印
ち
.
総
入
貨
物
の
滞
債
や
」
低
く
見
積
る
事
(
z
z
q
g一己主
O
口
)
之
な
り
、
米
国
間
枕
注
に
於
て
は
、
従
依
枕
(
え
〈
己
0
5
5
)
は
、
外
岡
の
物
債
を
標
準
ご
し
て
諜
せ
ら
る
、
な
以
て
、
者
、
外
闘
の
依
格
安
け
れ
ば
、
従
て
関
税
は
低
下
し
、
又
高
け
れ
ば
関
税
は
従
て
高
〈
而
し
て
此
高
き
場
合
に
於
て
は
、
米
凶
内
の
製
造
業
者
は
、
保
護
の
恩
恵
に
溶
す
る
こ
ご
大
な
る
も
の
な
b
、
然
る
に
税
額
は
、
勤
も
す
れ
ば
依
不
皆
既
賢
治
額
評
定
官
(ω
忍
包
括
円
)
さ
総
入
者
さ
の
問
に
、
頻
々
ご
し
て
物
議
を
生
じ
、
多
く
の
場
合
に
於
て
、
低
〈
-
汗
倍
せ
ら
る
、
を
常
ご
す
、
而
し
て
斯
く
償
額
含
低
〈
見
積
る
こ
さ
は
、
必
ら
宇
し
も
営
事
者
の
故
怠
に
蹄
す
ぺ
き
に
あ
ら
宇
さ
雄
、
往
々
慮
俄
の
疑
獄
、
又
は
記
帳
一
を
巧
み
に
担
遣
す
る
事
等
に
由
b
て
生
子
る
こ
ご
な
き
に
あ
ら
歩
、
惑
に
於
て
、
再
び
其
療
法
を
必
要
ぎ
す
る
所
以
な
b
。
近
世
関
税
構
成
の
傾
向
は
、
成
る
可
く
従
償
殺
を
廃
し
て
、
従
長
波
令
官
の
誌
の
己
cq)
争
採
用
せ
ん
ざ
す
る
こ
ご
之
な
b
、
詳
弓
一
目
す
れ
ば
‘
封
度
、
ガ
ロ
ン
等
の
如
き
分
量
に
由
り
て
課
税
す
る
-
}
ぜ
之
な
り
、
而
し
て
特
に
米
図
に
於
け
る
現
行
従
債
税
率
の
多
く
は
、
直
も
に
之
争
従
長
税
に
改
む
る
の
必
要
あ
り
、
何
さ
な
れ
ば
、
従
債
税
率
は
殆
ん
宮
下
位
評
僚
に
於
て
課
税
せ
ら
る
〉
ケ
以
て
、
従
て
税
額
低
く
、
結
局
に
往
々
、
共
結
果
は
生
産
者
訟
保
護
す
る
の
必
要
あ
る
に
常
り
て
、
共
放
カ
争
低
減
す
る
も
の
な
れ
ば
な
b
例
へ
ば
、
銅
の
如
き
特
殊
商
品
の
市
慣
が
、
外
国
市
場
に
於
て
騰
貴
し
た
る
場
合
は
、
従
償
殺
の
賦
課
額
も
ニ
三
九
商
業
さ
経
済
従
て
高
く
、
恰
も
、
一
見
保
護
の
分
丑
を
一
府
大
に
し
た
る
が
如
く
な
り
さ
雄
、
新
る
場
合
は
、
米
関
の
工
業
も
亦
同
時
に
勝
貨
の
影
響
を
受
る
を
以
て
、
殆
ん
ど
美
保
護
の
必
要
を
見
、
ぎ
る
な
り
、
然
る
に
之
に
反
し
て
、
特
殊
商
品
の
外
岡
市
債
低
溶
し
、
之
を
米
閣
に
総
入
販
資
す
る
方
活
か
に
利
盆
あ
る
場
合
は
、
米
図
の
関
税
は
此
低
廉
な
る
外
岡
債
格
に
課
せ
ら
る
、
ヶ
以
て
、
従
て
其
枕
綴
低
下
し
.
図
内
に
於
け
る
保
護
の
分
丑
は
、
僅
少
さ
な
る
の
結
果
?
生
子
ぺ
し
山
之
見
之
、
従
量
税
は
常
に
一
定
に
し
て
、
従
債
稔
の
如
く
援
化
あ
る
ん
勾
に
、
一
々
改
訂
ケ
要
す
る
も
の
に
比
し
、
大
に
一
日
の
ロ
誌
を
有
す
る
も
の
ど
な
さ
い
る
ぺ
か
ら
宇
。
従
量
殺
に
於
て
、
特
じ
注
立
子
要
す
ぺ
き
は
、
関
税
法
上
貨
物
な
極
め
て
詳
細
に
分
類
す
べ
き
事
之
な
b
、
又
従
量
税
を
採
用
す
れ
ば
禁
止
枕
(
P
O
E
t
F
2
0
ロ
ロ
守
)
の
加
さ
之
を
表
は
す
の
必
要
な
し
、
何
ご
な
れ
ば
禁
止
税
は
ぺ
!
y
、
ォ
Y
ド
ソ
ヅ
チ
毛
織
物
税
(
{
-
5
H
i
p可
D
O
t
p
E
円一の
t
J
g
c
]
S
E
-
-一
日
)
に
於
け
る
所
謂
筈
式
の
代
償
税
(
内
。
ョ
勺
2
3
g
q
ロ
ロ
可
)
な
る
を
二
四
O
以
て
な
b
、
差
、
従
位
枕
は
関
税
構
成
の
智
識
に
乏
し
き
場
合
に
は
之
に
依
る
の
外
な
く
、
印
も
其
構
成
は
、
一
々
市
債
の
滋
勤
に
一
任
し
て
、
之
ぞ
白
働
的
に
調
節
す
る
の
利
便
あ
る
が
放
に
、
者
、
関
税
注
上
物
貨
に
制
到
す
る
科
率
的
分
類
を
施
し
能
は
ゴ
る
時
は
従
債
枕
訟
採
川
す
ぺ
き
な
り
、
然
る
に
本
来
関
税
構
成
の
目
的
は
、
之
を
種
々
な
る
生
産
品
の
科
率
的
分
類
に
其
基
礎
会
置
か
ゴ
る
可
ら
ざ
る
を
以
て
、
之
よ
り
見
る
時
は
、
可
成
的
従
量
税
を
採
用
す
る
を
可
ざ
す
る
も
の
な
り
、
又
従
長
枕
は
徴
牧
容
易
に
し
て
経
費
を
要
す
る
こ
さ
少
く
、
此
黙
よ
り
見
る
も
大
に
勝
れ
る
も
の
ゐ
hJ
ご
臼
は
ぎ
る
可
ら
子
、
之
を
要
す
る
に
、
従
量
税
は
貨
物
の
量
目
を
測
b
、
尺
皮
子
定
む
る
に
過
t
d
る
ケ
以
て
、
一
々
其
償
額
ケ
決
定
す
る
も
の
に
比
し
諮
に
m
単
純
な
り
ご
謂
は
ぎ
る
可
ら
?
。
然
れ
ど
も
従
長
枕
は
、
凡
百
の
物
貨
に
亙
り
て
之
ケ
趨
用
す
る
こ
さ
能
は
子
、
郎
ち
彼
の
土
器
又
は
陶
誌
の
如
き
も
の
に
は
之
を
採
用
し
能
は
ぎ
る
も
の
、
如
し
、
何
さ
な
れ
ば
斯
る
物
貨
に
あ
り
で
は
、
業
償
額
多
穏
多
様
な
る
を
以
て
、
主
サ
或
は
太
サ
の
み
を
標
準
さ
し
て
之
ケ
課
税
す
る
さ
き
は
、
往
々
非
常
な
る
不
公
平
合
生
十
る
含
免
が
れ
ゴ
れ
ば
な
b
、
然
か
も
此
松
の
物
貨
に
あ
り
で
は
、
特
に
著
し
〈
償
額
&
低
く
見
積
る
を
門
前
ご
す
る
が
放
に
、
之
を
免
れ
ん
ご
す
る
に
は
極
め
て
周
・
知
的
な
る
一
定
の
評
債
治
を
採
用
せ
5
る
可
ら
争
、
英
一
方
治
は
穏
類
に
応
じ
て
貨
物
の
標
準
定
償
(
〉
ω
万円。
B
丘
町
内
丘
〈
P
E
P
-一
o
ロ
)
を
作
成
し
、
之
を
以
て
従
位
枕
の
課
税
標
準
ぜ
な
す
に
よ
り
て
、
新
の
如
く
な
3
ば
其
後
外
図
市
伎
が
'
如
何
に
経
勤
す
さ
も
其
結
局
に
決
し
て
何
等
の
掛
酌
を
も
加
ふ
る
の
一
裂
な
き
な
b
、
故
に
形
式
に
於
て
は
之
れ
従
債
投
な
b
さ
錐
結
果
よ
り
見
る
さ
き
は
却
て
従
量
殺
な
り
ど
臼
ふ
こ
ご
ケ
得
ぺ
し
、
而
し
て
此
方
法
を
常
に
有
殺
な
ら
し
め
ん
忽
に
は
度
々
格
付
の
改
訂
を
行
ふ
の
必
要
あ
る
こ
ご
勿
論
な
b
、
過
去
数
年
間
大
戒
名
は
陶
器
に
閲
し
て
此
方
法
令
市
川
ゐ
た
り
し
が
絡
に
廃
止
せ
ら
る
、
に
至
り
き
、
ん
す
や
従
量
税
及
標
準
定
位
の
法
は
、
一
般
に
採
用
せ
ら
る
、
所
ざ
な
b
し
も
時
ご
し
て
は
従
依
枕
に
非
宇
ん
ば
其
目
的
舎
建
し
難
き
も
の
あ
b
、
例
へ
ば
か
の
関
税
俊
例
の
所
謂
雑
不
営
庶
民
論
則
(
h
h
Q
円
岳
山
一
-
3
0
「
h
h
H
W
一S
E
w
-
0
2
R
)
中
に
挙
げ
ら
れ
た
る
が
如
き
も
の
郎
ち
之
な
り
、
而
し
て
人
口
栄
図
の
現
行
法
は
、
主
な
る
外
図
市
場
の
市
.
債
争
標
準
ぜ
し
、
之
に
由
て
課
税
診
な
す
こ
さ
ぞ
規
定
せ
る
が
回
あ
b
此
方
法
た
る
や
有
力
な
る
機
関
を
設
け
て
貨
物
の
債
格
争
低
〈
見
積
る
こ
ぜ
無
か
ら
し
め
た
る
子
以
て
、
従
債
務
の
方
注
ご
し
て
は
、
頗
る
満
足
の
放
態
に
よ
り
さ
臼
ふ
可
し
。
又
更
に
通
商
上
の
難
貼
た
る
問
題
あ
b
、
之
亦
大
に
療
泌
を
必
要
ざ
す
る
も
の
に
し
て
、
外
形
に
於
て
は
不
営
廉
買
な
り
さ
雄
、
内
容
に
於
て
は
某
赴
ぞ
異
に
す
る
も
の
な
り
、
印
ち
或
図
に
於
て
は
総
出
奨
廊
金
(
ロ
o
c
E
5
或
は
補
助
金
(
∞
与
を
v
w
)
等
の
制
含
設
け
、
之
ぞ
輸
出
荷
に
交
附
す
る
が
故
に
其
結
果
は
或
程
度
迄
米
国
の
開
校
を
し
て
其
保
護
の
始
以
用
を
薄
弱
な
ら
し
な
る
も
の
な
b
、
依
て
滋
に
相
殺
関
税
(の
o
E
H
5・g一
一
一
口
問
己
zq)
の
必
宴
会
生
十
る
以
所
な
る
が
、
こ
は
米
国
が
、
白
図
の
注
律
の
品
以
来
を
回
、
越
せ
ん
ご
す
る
も
の
あ
る
に
濁
し
.
之
な
防
が
ん
ご
し
て
賦
課
す
る
所
の
関
税
の
一
般
的
名
穏
な
b
、
か
の
一
二
四
商
業
さ
経
済
九
一
三
年
十
月
一
二
日
後
布
米
関
関
税
注
中
「
図
、
麗
鋭
、
殖
民
地
、
勝
者
く
は
他
の
政
治
区
域
の
何
れ
を
問
は
歩
、
有
も
其
輸
出
品
に
奨
厨
金
を
附
奥
し
て
、
之
を
米
岡
内
に
総
入
す
る
時
は
、
米
国
政
府
は
其
純
奨
厩
曾
に
等
し
き
税
額
ケ
賦
課
す
可
し
』
ご
規
定
せ
る
が
如
き
之
な
り
、
新
の
如
く
ん
す
や
米
闘
関
税
治
中
相
殺
関
税
の
係
項
を
具
備
す
る
の
必
要
ゐ
る
こ
ご
は
一
般
に
認
め
ら
る
冶
所
さ
な
れ
b
、
而
し
て
狛
滋
仁
相
殺
関
税
に
関
す
る
重
大
問
題
ゐ
b
、
4
A
は
我
米
図
の
現
行
治
は
、
外
岡
政
府
が
其
総
出
荷
に
謝
し
て
奨
周
金
者
く
は
下
附
金
(mg己
)
子
交
附
し
た
る
場
合
に
の
み
相
殺
関
税
を
行
ふ
こ
さ
や
』
規
定
し
、
此
外
、
外
国
政
府
が
表
面
上
其
通
商
ぞ
統
轄
し
又
は
政
府
の
活
勤
に
資
す
る
忽
な
り
ご
務
し
、
或
機
関
缶
、
通
じ
て
極
め
て
巧
妙
な
る
特
窓
手
段
(
F
o
p
B丘
町
二
ィ
g
g
?
ロ
門
)
を
奥
へ
つ
¥
A
あ
る
場
合
に
彪
す
る
の
道
を
忽
せ
に
し
た
る
こ
ご
之
な
b
、
之
社
一
す
の
方
訟
は
全
然
脇
密
裡
に
政
府
よ
り
外
国
輸
出
者
に
劃
し
て
奨
胤
金
又
は
補
助
金
を
交
附
し
又
は
銭
道
及
船
舶
に
濁
し
て
其
運
賃
に
特
惑
の
割
引
率
・
を
奥
ふ
る
に
由
り
て
行
は
る
、
二
四
ニ
故
に
米
国
は
斯
の
如
き
外
闘
の
陪
中
飛
躍
を
放
任
し
て
徒
ら
に
挟
手
傍
観
す
ぺ
き
に
あ
ら
ぎ
る
を
以
て
、
大
に
相
殺
悶
稔
の
適
用
範
闘
争
-
披
大
し
.
荷
も
外
図
が
秘
密
奨
周
金
或
は
銭
道
及
船
舶
の
特
窓
運
賃
又
は
米
関
議
舎
の
目
的
に
反
す
る
下
附
令
等
を
行
ム
時
は
着
々
ざ
し
て
之
が
逃
用
を
受
け
し
め
.
さ
る
可
ら
子
。
不
特
田
康
責
に
は
次
の
三
倒
の
特
質
あ
り
。
一
該
に
過
剰
商
品
あ
b
、
之
を
本
因
に
於
て
利
盆
ゐ
る
市
位
、
に
て
底
分
し
能
は
，
さ
る
時
は
一
時
的
且
散
布
的
に
外
図
市
場
に
輸
出
し
、
其
図
の
内
地
相
場
以
下
に
て
之
を
頁
出
す
。
こ
は
、
岡
際
貿
易
問
に
使
用
せ
ら
る
》
見
切
支
出
し
(
ロ
R
沼山口
(
U
0
5
刊
の
吋
)
の
原
則
な
り
。
註
宮
内
巳
ロ
の
og件
。
「
な
る
語
、
邦
誌
に
通
諮
な
し
出
て
マ
ハ
タ
シ
グ
1
ド
大
併
す
一
日
中
よ
り
次
の
一
節
を
引
用
し
て
泰
一
考
に
資
す
ぺ
し
回日
.mと
口
内
o
z
口付円一
ω
川刊の。己目見。「。ロ
4
r
r
}
H
m
「O
H
L
おの
(
]
B
2・r
え
比
0
2
戸問。。仏
ω
円
。
唱
え
O
L
P
ω
寸
ω「
mw一口
ω・
戸山[日中内め
(
H
U
仏O
J
ぐ口一
ω
H
.
0
(
】広の
E
C
ロ
{
H
H
Z
H
O
七ユのの
rHn]』
一のえの
(
]
O
ロ
h
H
U
m
p円
宮
の
一
月
〔
}
門
O
P
H
H
E止の一の
一
一
白
己
の
工
場
の
製
品
の
一
部
企
除
出
し
、
主
(
闘
の
内
地
相
場
以
下
に
て
永
久
的
の
販
長
を
行
ふ
。
新
る
い
防
策
を
結
局
す
の
結
果
は
其
工
場
の
生
産
ぞ
増
し
.
従
て
製
品
の
平
均
原
債
や
』
低
下
し
、
総
計
の
上
よ
b
は
却
て
利
盆
?
増
進
す
る
も
の
に
て
、
街
占
は
往
々
斯
の
如
き
方
法
よ
り
生
宇
る
も
の
な
り
三
競
争
者
子
駆
逐
し
、
若
く
は
.
総
入
市
場
に
於
け
る
競
争
の
後
速
や
」
防
止
す
る
斜
め
、
宜
ず
み
進
ん
で
外
磁
の
産
唯
一
本
を
破
壊
し
、
所
説
座
倒
的
値
引
百
円
。
』
戸
r
z
q
℃ユ
8
2
R
E
m
)
を
行
ふ
。
右
の
第
一
の
立
味
に
於
け
る
不
営
廉
貞
は
往
昔
よ
b
行
は
れ
た
り
ど
雌
其
名
務
甚
だ
明
か
な
ら
争
、
抑
々
此
方
法
た
る
や
成
行
子
以
て
物
貨
な
販
資
す
る
も
の
に
し
て
、
通
例
原
慎
若
く
は
原
債
以
下
に
て
良
捌
か
る
、
か
の
土
限
日
の
夜
、
珍
奇
aT
あ
3
ら
ん
ご
し
て
一
度
々
市
場
に
赴
く
人
は
、
来
寅
及
野
菜
商
が
黄
昏
迫
'
り
ノ
ホ
ゆ
る
や
、
立
(
手
詳
の
残
口
聞
か
け
』
到
底
笠
間
ご
同
一
の
値
段
ケ
以
て
去
り
悲
し
能
は
、
ざ
る
や
-
察
し
、
此
佐
腐
敗
せ
し
め
ん
よ
り
は
寧
ろ
投
去
す
る
に
如
か
中
ざ
し
不
官
庇
安
論
て
、
原
僚
の
如
何
?
顧
慮
す
る
こ
ご
な
く
、
之
9
M
4
頁
捌
く
b
・
」
目
撃
す
る
な
る
ぺ
し
、
印
も
誌
を
借
り
て
臼
へ
ば
、
彼
等
は
不
常
廉
支
ル
己
貸
行
す
る
も
の
な
り
、
叉
流
行
に
於
て
急
激
な
る
遜
化
を
生
歩
る
も
の
、
例
ヘ
ば
婦
人
の
衣
裳
を
取
扱
ふ
者
の
如
き
亦
不
営
廉
寅
を
行
ふ
も
の
な
り
、
主
(
他
衣
服
帽
予
商
社
一
す
も
期
節
の
代
、
り
自
に
は
犠
牲
的
大
廉
僚
会
以
て
其
手
持
品
争
主
只
捌
〈
も
の
な
b
、
之
T
要
す
る
に
、
商
人
は
狛
、
其
手
持
ロ
仰
の
必
要
及
見
込
を
有
す
る
に
も
拘
は
ら
十
一
旦
続
行
合
必
ぎ
た
b
ざ
思
惟
す
る
さ
き
は
、
之
b
A
』
底
分
せ
ん
ざ
し
て
所
謂
夏
責
出
し
(
印
己
E
Eミ
r-g)又
は
倉
3
ら
へ
支
出
し
(
∞
円
。
島
5
5
5
-
E
F
ω
)
或
は
見
切
寅
出
し
(
国
民
m巳
ロ
向
。
E
H
S・
)
を
行
ふ
を
常
ぜ
す
。
元
来
よ
り
臼
へ
ば
、
不
営
廉
寅
な
る
語
は
、
斯
の
如
き
園
内
商
業
に
於
て
は
之
争
用
ふ
る
こ
ぜ
な
〈
、
只
外
図
貿
易
に
の
み
限
ら
る
、
な
り
、
故
に
姦
に
一
製
造
家
ゐ
b
、
今
其
手
持
活
剰
口
問
を
十
分
に
利
盆
を
有
す
る
市
僚
会
以
て
支
捌
〈
-
」
ぜ
能
は
よ
る
時
は
、
彼
は
代
償
ぞ
切
り
落
し
て
之
を
支
出
す
の
泣
?
採
る
ぺ
し
、
然
る
に
若
、
此
結
局
に
本
図
市
場
ぞ
撹
乱
す
る
二
四
三
商
栄
吉
終
決
の
催
あ
り
さ
思
惟
し
た
る
さ
き
は
、
直
ち
に
外
因
市
場
に
向
て
其
商
品
を
積
迭
し
、
其
成
行
に
任
せ
て
販
去
を
試
み
る
に
至
る
べ
し
、
之
郎
ち
、
不
営
廉
寅
じ
し
て
、
新
る
場
合
は
殆
ん
ピ
利
盆
eT
生
子
る
E
な
く
原
償
法
悦
く
は
原
債
以
下
に
て
寅
捌
る
〉
h
T
常
ざ
す
。
貨
物
の
総
入
園
が
不
蛍
廉
貢
合
歓
迎
す
る
や
否
や
は
、
回
よ
り
共
図
情
に
由
る
も
の
に
し
て
、
何
等
之
が
結
局
に
自
図
の
産
業
を
窓
口
せ
ら
る
、
の
憂
な
し
ご
す
る
図
に
あ
り
で
は
、
大
に
之
を
獄
迎
す
ぺ
し
、
斯
の
如
き
闘
に
あ
り
で
は
商
品
の
代
伎
が
廉
債
な
る
ほ
ピ
共
消
費
者
を
利
盆
す
る
も
の
な
り
、
か
の
英
図
は
偉
大
な
る
製
造
闘
な
る
じ
も
拘
ら
や
J.外
国
が
自
闘
の
沿
岸
に
於
て
不
信
康
真
を
行
ふ
を
詐
察
し
た
り
き
、
甲
)
は
非
不
蛍
康
責
主
義
は
共
侍
統
政
策
た
る
自
由
貿
易
主
義
三
相
容
れ
ぎ
る
を
以
て
な
b
、
然
る
に
大
戦
の
後
に
あ
b
て
は
，
流
石
の
英
図
を
し
て
、
大
に
不
作
目
成
長
会
非
ご
す
る
の
成
情
念
給
日
開
せ
し
め
、
直
に
通
商
局
の
砂
告
や
え
れ
、
之
に
濁
し
て
白
図
工
業
を
保
護
す
る
の
治
子
制
定
す
る
に
至
れ
b
。
而
し
て
抑
々
不
信
康
賓
の
監
理
は
、
図
家
の
便
宜
ニ
四
四
に
従
ふ
問
題
ご
し
て
只
其
方
寸
に
一
任
す
べ
き
も
の
な
b
、
何
さ
な
れ
ば
之
を
賀
行
せ
ん
ざ
す
る
岡
家
の
態
皮
こ
ぞ
、
則
ち
其
政
策
ぞ
産
-
ひ
以
所
な
れ
ば
な
hノ
由
来
生
産
者
は
白
出
に
其
貨
物
に
濁
し
て
販
路
ぞ
求
な
る
の
椛
利
を
有
す
る
か
」
以
て
、
者
、
米
闘
の
製
造
業
者
が
外
図
ぎ
の
競
争
じ
応
じ
、
者
く
は
其
伶
剃
貨
物
を
彪
理
せ
ん
が
匁
に
、
安
債
に
外
図
市
場
に
於
て
之
を
頁
捌
か
ん
ざ
す
る
に
常
り
で
は
、
何
等
之
に
濁
し
て
支
一
障
子
唱
ふ
可
き
理
由
子
有
せ
Y
る
な
り
、
叉
徐
剃
貨
物
争
岳
地
理
せ
ん
ざ
す
る
意
味
に
於
け
る
不
蛍
成
資
は
、
か
の
閥
内
市
場
に
侵
入
し
て
大
に
勝
敗
を
決
せ
ん
ご
す
る
も
の
ぎ
比
較
す
る
ご
さ
は
、
決
し
て
之
子
以
て
不
道
徳
的
な
り
さ
立
な
可
ら
子
、
従
来
英
国
の
製
造
業
者
は
、
自
図
を
以
て
世
界
の
不
営
廉
頁
市
場
た
ら
し
め
た
り
さ
雄
、
同
時
に
又
自
国
も
庚
く
外
闘
に
向
て
不
秒
間
廉
貢
争
賀
行
し
介
り
、
又
米
闘
の
製
造
業
者
も
相
応
に
之
ぞ
行
ヘ
、
・
9
0
要
之
、
製
造
業
者
に
取
り
最
も
重
要
な
る
は
不
営
成
支
ケ
放
迎
す
る
因
子
後
見
す
る
こ
ど
之
に
し
て
、
共
相
手
た
る
図
の
事
情
に
由
、
り
で
は
不
営
廉
貢
は
其
.
図
民
に
安
伎
な
る
財
貨
ケ
供
給
す
る
も
の
な
り
注
し
て
喜
ぶ
も
の
も
あ
る
可
〈
、
又
は
そ
れ
さ
同
根
の
財
貨
ケ
生
産
す
ぺ
き
工
業
組
織
ケ
有
せ
、
ざ
る
が
匁
に
却
て
之
争
激
迎
す
る
も
の
も
あ
る
ぺ
し
、
新
の
如
く
、
相
手
図
が
来
し
て
、
よ
〈
不
蛍
廉
頁
に
越
す
る
や
否
や
は
一
に
之
が
賀
行
の
維
る
以
所
な
b-
ぜ
す
。
工
業
は
ん
す
や
大
規
模
に
組
織
せ
ら
る
、
に
至
b
し
が
、
怒
に
或
特
殊
の
貨
物
に
割
し
、
凡
そ
其
幾
何
の
分
長
が
利
盆
を
生
じ
得
る
市
債
を
以
て
支
捌
く
事
会
得
可
き
ゃ
を
剣
断
す
る
は
容
易
の
業
に
あ
ら
子
、
又
市
場
の
欣
態
を
よ
〈
明
か
に
究
な
さ
獄
、
之
に
濁
し
て
直
に
其
需
用
に
応
守
る
程
度
争
以
て
、
生
産
争
仲
縮
し
得
べ
き
こ
ご
も
亦
甚
だ
容
易
に
あ
ら
歩
、
斯
の
如
く
現
代
の
工
業
組
織
に
ゐ
り
で
は
、
製
造
業
者
守
し
て
勤
も
す
れ
ば
生
産
過
剰
に
陥
ゐ
ら
し
む
る
の
危
険
ケ
合
め
り
、
和
関
東
印
皮
舎
一
祉
は
曾
て
其
過
剰
生
産
物
合
欧
洲
に
松
創
設
し
て
市
場
を
抵
乱
せ
ん
よ
り
は
寧
ろ
之
を
矢
ふ
に
如
か
十
ご
し
て
共
大
部
分
を
被
段
し
た
る
こ
ど
あ
り
、
斯
る
場
合
に
於
て
は
、
狗
占
的
特
色
を
有
す
る
も
の
は
、
殊
に
優
越
の
立
場
を
一
不
す
H
h
k
p川崎
.b
に
3
語、へ
w
-
A
n
μ
H
M
H
Fふ
さ
一
此
も
の
に
し
て
、
印
ち
其
生
産
過
剰
よ
h
・
米
る
も
の
は
一
般
に
之
?
被
段
す
る
が
如
き
こ
ピ
ケ
な
さ
守
し
て
徐
ろ
に
不
営
廉
支
に
由
り
で
底
抗
げ
す
る
こ
ぜ
や
得
る
な
り
、
又
成
行
値
段
に
任
せ
て
海
外
市
場
に
其
販
路
ぞ
求
な
る
方
法
は
、
梨
造
業
者
が
宜
(
手
詐
に
於
て
如
何
ご
も
な
し
能
は
ゴ
る
過
剰
貨
物
を
底
分
す
る
最
も
常
容
的
手
段
な
り
、
斯
の
如
く
不
営
廉
支
は
大
規
模
の
生
産
組
織
に
於
け
る
一
時
の
危
急
を
凌
ぎ
或
は
工
業
的
及
財
政
的
不
景
気
に
濁
し
て
善
廃
す
る
事
ぞ
得
ぺ
き
も
の
な
り
さ
謂
ふ
ぺ
し
。
以
上
設
〈
所
に
尚
り
で
考
ふ
る
時
は
、
吾
人
は
不
信
康
貢
合
以
て
、
無
意
識
に
集
積
さ
れ
た
る
剃
徐
財
貨
を
底
分
す
る
臨
機
的
の
方
注
な
り
さ
謂
ふ
唱
』
さ
争
』
符
可
し
、
而
し
て
不
営
廉
貢
の
第
二
の
方
式
は
、
外
因
商
人
が
之
h
T
米
国
市
場
に
於
て
行
ふ
場
令
に
於
て
は
固
よ
り
大
に
支
一
陣
あ
る
も
の
に
し
て
、
ぬ
問
斯
の
如
き
方
法
は
、
米
閣
の
製
造
業
者
に
劃
し
で
も
奨
廠
す
可
ら
ゴ
る
も
の
な
り
、
印
も
、
こ
は
本
因
の
相
場
以
下
の
市
債
を
以
て
海
外
市
場
に
買
出
し
を
な
す
唱
}
さ
前
者
に
異
な
ら
や
ぜ
雄
、
喰
之
を
以
て
永
久
の
政
策
二
四
五
商
業
主
経
済
ご
し
て
採
用
す
る
黙
に
於
て
、
相
違
あ
る
も
の
な
り
而
し
て
純
異
な
る
工
業
の
立
場
よ
り
此
問
題
を
考
察
す
る
さ
き
は
、
或
は
斯
の
如
き
不
信
康
一
只
も
.
亦
相
蛍
に
論
援
を
有
す
る
も
の
、
如
し
、
然
り
さ
雄
、
大
陸
不
幹
田
康
去
を
行
ふ
の
主
意
は
、
大
規
模
の
生
産
ケ
匁
す
も
の
に
於
て
、
固
定
資
本
よ
り
来
る
窮
乏
上
止
な
ケ
得
、
吉
る
に
出
づ
ご
せ
ら
る
、
子
以
て
、
建
物
及
器
械
等
に
E
額
の
脊
(
本
を
投
じ
た
る
工
業
は
、
其
製
造
口
聞
の
不
断
の
克
行
を
以
て
最
も
古
一
大
な
る
も
の
さ
認
め
、
平
生
其
良
行
に
注
意
し
、
可
成
的
園
内
需
用
の
勤
搭
に
影
響
せ
ら
れ
‘
ざ
ら
ん
-
』
さ
を
維
持
せ
ん
さ
カ
な
る
も
の
な
b
.
故
に
或
製
治
業
者
間
に
あ
b
て
は
、
ロ
ハ
徒
ら
に
、
労
働
力
ケ
消
費
す
る
に
止
ま
り
、
妄
り
に
其
製
品
の
堆
積
を
な
す
が
如
き
-
}
ミ
ル
J
岳
民
れ
寧
ろ
進
ん
で
眼
前
の
損
失
ぞ
賂
し
・
喜
ん
で
其
製
品
争
責
捌
く
も
の
ゐ
り
、
而
し
て
製
品
の
庶
僚
は
所
謂
固
定
費
用
(
出
火
丘
Q
E
m
o
)
印
ち
.
金
利
、
財
産
の
債
値
低
落
、
税
金
、
及
俸
給
、
並
に
原
料
及
労
銀
の
代
促
ケ
包
合
す
る
も
の
な
る
が
故
に
(
其
内
固
定
費
用
は
、
工
場
の
就
業
及
操
業
休
止
の
欣
況
に
応
じ
て
二
四
六
相
異
な
る
こ
ご
ゐ
る
も
の
ご
す
)
若
、
或
製
造
業
者
に
し
て
共
生
産
の
一
部
を
本
因
市
場
に
支
捌
き
て
.
倫
且
、
工
場
の
回
定
費
用
並
に
原
料
及
労
働
の
代
償
印
も
原
伎
や
-
克
ち
得
る
ご
き
は
、
彼
は
其
除
剃
生
産
eT
他
の
市
場
に
資
捌
く
に
信
り
で
は
、
之
に
僅
少
な
る
利
盆
ケ
附
せ
ば
容
易
に
其
底
抗
?
?
免
す
一
引
を
得
る
も
の
な
り
.
買
際
に
於
て
は
、
原
債
の
来
一
礎
は
、
共
料
白
業
年
反
問
の
平
均
原
債
に
披
る
か
」
普
、
過
ご
す
、
故
に
経
済
亭
者
の
所
謂
報
酬
沼
崎
明
の
治
則
-
C
4
0『.
古
Q
g
t
認
可
ozsm)
は
偉
業
期
間
の
平
均
に
依
ら
ゴ
る
涼
債
を
以
て
し
て
は
、
之
を
論
十
る
こ
ご
を
得
、
?
郎
ち
初
年
皮
の
産
出
力
一
、
0
0
0
ア
イ
-
プ
ム
な
る
さ
き
卒
均
原
債
の
単
位
一
0
0
弗
ぎ
な
る
も
の
は
、
次
年
皮
の
産
出
カ
二
.
0
0
0
ア
イ
ア
ム
な
る
に
至
ら
ば
平
均
庶
債
の
鼠
位
七
五
弗
ご
な
る
に
至
る
ぺ
し
さ
す
る
ぜ
き
は
、
之
h
T
総
計
の
上
よ
り
見
れ
ば
、
其
都
茂
原
債
の
低
成
ケ
ル
ル
山
中
る
を
以
て
、
民
同
只
利
盆
は
結
局
取
延
す
る
も
の
さ
臼
ふ
ぺ
l
ぃ
、
放
に
斯
の
如
き
工
場
に
あ
り
で
は
、
主
〈
計
算
の
任
に
あ
る
も
の
は
、
共
製
品
の
良
債
が
、
百
弗
又
は
七
十
五
弗
以
下
に
来
る
時
は
、
恰
か
も
損
失
を
匁
す
が
如
〈
思
惟
す
ぺ
し
さ
雄
、
又
一
方
丘
町
只
の
任
に
あ
る
も
の
は
、
此
債
格
が
一
一
般
費
用
郎
ち
、
固
定
費
用
の
幾
分
か
?
支
持
し
得
る
限
り
は
、
平
均
原
債
以
下
に
支
捌
く
も
、
内
問
且
総
計
の
上
よ
り
は
利
盆
ゐ
る
も
の
な
与
さ
な
し
、
之
か
け
」
土
品
目
ぶ
も
の
な
り
、
此
論
は
古
く
よ
り
不
駒
田
康
貞
ケ
な
す
に
蛍
b
て
、
其
是
認
理
由
ご
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
る
所
の
も
の
な
り
、
故
に
関
枕
ヶ
監
理
す
る
に
常
り
て
、
競
争
商
品
の
償
額
を
卒
均
原
慎
仁
置
く
か
、
又
は
其
時
の
質
際
の
原
慌
に
幾
分
か
が
』
加
へ
た
る
も
の
印
も
直
接
.
労
働
及
原
料
の
代
償
に
一
般
費
用
を
加
へ
た
る
も
の
に
置
く
か
は
頗
る
重
要
な
る
問
題
た
る
な
り
。
以
上
論
争
る
が
如
く
な
る
を
以
て
.
者
或
工
場
が
其
主
な
る
市
場
に
於
て
引
続
き
平
均
原
慎
伊
根
根
ざ
し
て
利
盆
ゐ
る
版
士
具
合
な
し
得
た
b
ぎ
せ
ば
、
其
製
品
の
一
部
ケ
第
二
の
市
場
に
於
て
販
資
す
る
に
営
り
之
ぞ
平
均
庶
位
以
下
に
究
捌
く
-
}
さ
あ
り
さ
も
倫
且
全
局
に
於
て
利
盆
あ
る
結
旧
来
を
生
十
ぺ
し
、
而
し
て
怒
じ
主
な
る
市
場
さ
は
、
本
闘
の
市
場
を
意
味
し
、
不
営
保
安
論
第
二
の
市
場
さ
は
海
外
市
場
を
意
味
す
る
な
り
、
又
之
を
逆
に
し
て
、
外
国
市
坊
を
先
に
し
、
然
る
後
本
図
に
第
二
の
市
場
ぞ
求
な
る
場
合
な
さ
に
あ
ら
歩
、
而
し
て
第
一
市
場
ご
は
、
生
産
者
が
主
(
販
貢
機
闘
を
有
す
る
市
場
に
し
て
、
惑
に
濫
b
に
或
過
剰
商
品
を
貢
捌
か
ん
ぎ
す
れ
ば
、
忽
ち
市
場
診
撹
乱
す
る
の
良
あ
る
eT
以
て
、
斯
る
場
合
に
之
を
頁
る
ぺ
き
第
二
の
市
場
含
有
す
る
こ
ど
は
非
常
に
好
都
合
な
b
ご
謂
ふ
a
可
く
、
従
て
此
意
味
よ
り
せ
ば
、
過
剰
商
品
ぞ
生
産
す
る
こ
さ
も
亦
、
相
官
じ
必
要
な
り
ご
臼
は
ゴ
る
可
ら
争
、
故
に
輪
出
向
の
生
産
に
従
事
す
る
工
業
は
、
蛍
初
よ
h
不
営
廉
貢
的
方
法
に
出
で
十
し
て
、
徐
ろ
に
先
づ
其
主
な
る
外
岡
市
場
に
於
て
平
均
原
債
に
で
支
出
す
を
可
な
り
ざ
す
べ
し
。
然
る
に
或
製
造
工
場
に
し
て
一
方
に
於
て
は
其
製
品
の
販
寅
を
先
づ
内
関
市
場
に
依
頼
す
ざ
す
る
も
、
若
他
方
に
於
て
徐
hJ
に
多
量
に
輪
出
?
な
す
時
は
、
突
然
外
閣
さ
の
競
争
に
由
り
て
困
難
に
遭
遇
す
る
こ
さ
あ
る
べ
し
、
何
さ
な
れ
ば
岩
、
此
総
出
が
不
皆
廉
交
的
方
法
に
依
て
行
は
れ
た
b
ざ
す
る
場
合
に
於
て
二
四
七
商
業
主
経
湾
は
、
之
に
向
て
失
ふ
所
の
利
得
を
悉
〈
内
図
の
市
場
に
時
嫁
す
る
か
4
以
て
必
ら
十
や
内
閣
相
場
は
勝
賞
ぞ
見
る
に
至
る
可
く
、
従
て
其
同
額
外
閥
口
聞
は
頻
々
ざ
し
て
聡
入
せ
ら
れ
、
絡
に
内
図
市
場
に
於
て
競
争
ぞ
誘
後
す
る
に
至
れ
ば
な
り
、
新
の
如
く
し
て
競
争
口
仰
が
輸
入
せ
ら
れ
初
な
る
や
、
該
工
場
が
輪
出
貿
易
の
基
礎
ご
頼
め
る
内
因
市
場
は
忽
ち
探
聞
せ
ら
る
、
に
至
b
、
免
に
或
は
個
々
の
工
場
の
一
九
解
伝
来
た
し
.
或
は
全
国
産
業
の
立
場
を
危
〈
し
、
者
〈
は
之
ぞ
減
じ
に
導
く
こ
ご
あ
る
に
至
る
ぺ
し
、
此
決
態
は
主
(
販
路
を
最
初
よ
り
外
闘
に
依
頼
し
、
不
営
廉
頁
は
一
見
に
他
の
第
三
国
に
て
行
ふ
も
の
に
も
通
用
せ
ら
る
〉
な
b
、
新
の
如
く
不
営
廉
支
を
維
持
し
っ
、
、
倫
且
其
内
図
の
市
債
を
按
配
せ
ん
ざ
す
る
が
如
き
は
甚
だ
無
暴
な
る
市
債
政
策
に
し
て
佼
令
、
況
に
如
何
に
大
な
る
総
出
を
な
し
っ
、
ぁ
b
ご
も
、
之
を
以
て
直
ち
に
圏
内
市
場
に
佼
入
し
来
る
外
図
の
競
争
に
匹
敵
し
得
る
の
カ
あ
り
さ
は
考
ふ
可
ら
歩
、
之
に
反
し
て
平
均
原
僚
全
以
て
市
債
政
策
の
根
本
ご
な
す
場
合
に
於
て
は
、
外
散
の
侵
入
も
敢
て
之
を
恐
る
冶
に
足
ら
や
さ
二
四
入
な
す
な
り
、
例
之
、
英
図
の
輪
出
工
業
が
、
競
宰
の
如
何
に
拘
ら
や
J
、
よ
〈
外
闇
市
場
に
其
製
口
仰
を
貰
る
こ
さ
を
得
三
仮
定
す
る
場
合
に
於
で
は
、
彼
等
は
関
税
的
手
段
に
由
ら
歩
さ
も
常
に
よ
く
自
ら
其
内
閣
市
場
予
保
護
す
る
に
足
る
の
枝
祇
あ
り
さ
想
定
す
る
こ
さ
子
妨
げ
ぎ
る
な
り
、
勿
論
之
社
一
す
の
事
情
は
、
経
済
的
学
者
の
夙
に
熟
知
す
る
所
な
り
さ
雄
之
に
関
連
し
て
関
税
注
及
不
蛍
廉
完
封
抗
注
の
問
題
が
如
何
に
窮
り
な
く
複
雑
し
つ
〉
の
る
か
ケ
強
調
し
置
く
は
強
ち
無
用
の
業
に
も
あ
ら
ゴ
る
ぺ
し
。
持
久
的
不
営
廉
頁
政
策
に
あ
り
で
は
、
外
図
に
向
て
演
な
せ
る
過
剰
口
聞
は
副
産
物
ざ
し
て
考
へ
ら
る
〉
な
b
.
放
に
他
の
副
産
物
の
如
く
之
等
の
過
剰
は
成
行
を
以
て
貢
捌
れ
何
等
一
定
せ
る
原
債
含
有
す
る
こ
さ
な
し
、
さ
雄
、
其
貰
上
は
一
一
般
に
事
業
の
股
入
又
は
利
純
の
根
源
さ
な
る
ぺ
き
は
明
か
な
り
、
更
に
又
熟
慮
の
後
不
営
探
究
を
企
つ
る
も
の
あ
り
.
こ
は
其
製
造
の
任
に
あ
る
も
の
が
、
務
め
園
内
の
需
用
に
熔
じ
て
其
生
産
子
限
定
す
る
が
如
き
患
に
出
で
・
干
し
て
先
づ
利
盆
を
生
じ
符
べ
き
市
慎
子
決
定
し
、
市
場
が
此
市
債
を
消
化
し
得
る
に
従
て
、
之
に
応
じ
て
生
産
物
を
浴
b
、
斯
く
て
最
後
に
剃
徐
守
生
じ
た
る
時
之
訟
外
国
に
輸
出
し
成
行
ケ
以
て
販
貢
す
る
な
b
。
第
三
の
場
合
に
於
け
る
不
営
廉
責
は
中
立
市
場
よ
b
競
争
者
会
縦
一
巡
し
、
又
外
図
に
於
け
る
競
争
工
業
の
勃
川
県
を
破
滅
し
、
者
〈
は
防
止
す
る
の
目
的
合
以
て
極
め
て
不
蛍
の
廉
良
守
賀
行
す
る
も
の
な
り
、
之
等
は
寧
ろ
正
義
子
無
税
す
る
行
動
に
し
て
図
際
的
に
も
国
家
的
に
も
之
子
阻
止
す
る
の
妻
子
認
な
る
も
の
な
り
。皮
相
の
伽
問
診
以
て
之
を
見
る
ど
き
は
、
廉
債
な
る
商
品
の
総
入
を
防
治
せ
ん
ご
す
る
の
論
は
、
頗
る
貧
弱
な
る
論
理
の
上
に
立
つ
も
の
〉
如
し
、
印
ち
何
故
に
吾
人
は
我
図
内
に
於
て
外
図
人
が
原
慎
若
く
は
其
以
下
に
於
て
某
商
ロ
仰
を
販
貢
せ
ん
ご
す
る
含
妨
げ
ん
ざ
す
る
や
、
又
何
故
に
吾
人
は
彼
等
が
自
己
の
損
失
を
犠
牲
ご
し
て
迄
五
日
人
の
図
家
の
宮
台
増
進
せ
ん
ご
す
る
の
患
や
』
認
容
し
能
は
ゴ
る
や
、
而
し
て
之
等
の
疑
問
が
之
に
閲
す
る
一
切
を
違
し
得
た
b
ご
忽
し
符
可
く
ん
ば
吾
人
は
此
以
上
多
く
論
争
る
の
姿
を
見
ぎ
不
営
保
安
論
る
な
り
、
回
よ
り
廉
債
な
る
商
品
は
五
日
人
大
に
希
望
す
ぺ
き
も
の
な
り
さ
維
持
ん
ぞ
知
ら
ん
、
今
眼
前
の
不
蛍
廉
貢
が
果
し
て
能
く
永
劫
に
亙
b
て
廉
債
な
る
事
を
得
る
や
否
や
、
今
般
に
、
外
因
の
工
業
に
し
て
何
等
の
支
障
な
〈
常
に
五
日
人
に
濁
し
て
原
債
以
下
に
て
其
財
貨
を
供
給
し
得
る
の
確
詮
を
奥
へ
た
り
芯
せ
ば
、
五
日
人
は
寧
ろ
吾
人
の
図
策
を
遜
更
し
て
其
恩
恵
に
浴
す
る
を
以
て
却
で
賢
明
な
b
ぎ
な
す
ぺ
l
、
放
に
吾
人
に
し
て
常
に
確
買
に
不
営
廉
寅
品
を
受
取
り
得
可
く
ば
吾
人
の
天
窓
何
物
か
之
に
比
せ
ん
や
、
然
れ
共
事
賃
上
不
営
廉
寅
は
只
問
欲
的
廉
貢
に
過
ぎ
ゴ
る
な
b
、
又
佼
A
T
或
工
業
が
持
久
政
策
εし
て
不
信
康
真
骨
採
用
し
た
り
守
し
す
る
も
剃
徐
口
聞
の
異
の
性
質
よ
り
見
て
、
其
分
量
は
到
底
五
日
人
の
市
場
の
金
要
求
含
満
た
し
能
ふ
も
の
に
あ
ら
歩
、
況
ん
や
主
(
廉
責
の
波
態
の
永
続
す
る
が
如
き
殆
ん
吉
信
十
可
ら
ゴ
る
も
の
な
る
に
於
て
訟
や
、
又
不
営
廉
貢
が
果
し
て
消
費
者
営
利
盆
す
る
や
之
亦
大
に
疑
問
な
き
能
は
ゴ
る
な
り
、
何
ご
な
れ
ば
消
費
者
の
利
盆
は
異
に
一
時
的
な
れ
ば
な
b
、
而
し
て
不
蛍
廉
寅
の
必
然
の
結
果
は
之
ニ
四
九
商
業
主
経
済
三
同
種
の
財
貨
な
生
産
す
る
相
手
闘
の
工
業
を
滅
己
せ
し
む
る
に
ゐ
る
ケ
以
て
.
其
闘
に
し
て
常
初
よ
り
能
く
其
競
争
闘
に
謝
抗
す
る
こ
さ
や
」
得
ば
、
印
も
能
く
共
工
業
の
滅
己
を
兎
る
ぺ
し
さ
践
、
大
抵
の
場
合
に
於
て
、
共
調
抗
の
時
抗
に
退
く
、
競
争
図
は
其
利
盆
の
限
界
子
準
げ
て
其
財
貨
の
大
宇
佐
頁
込
み
居
る
ケ
通
例
ざ
す
.
故
に
斯
の
如
く
し
て
不
均
等
な
る
競
争
の
結
果
は
必
ら
宇
や
一
方
の
蛍
抗
を
除
去
す
る
に
至
り
、
相
手
図
は
刊
誌
に
得
占
の
位
置
や
-
利
用
し
、
改
め
て
財
貨
の
市
債
を
引
上
る
に
至
る
ぺ
し
、
之
買
に
営
然
の
成
行
に
し
て
又
締
占
図
自
ら
に
省
み
て
も
、
之
を
絶
え
千
不
常
廉
完
的
債
格
ヶ
以
て
其
金
需
用
。
γ
供
給
せ
ん
こ
さ
は
到
底
不
可
能
な
る
が
故
な
b
、
法
に
於
て
競
争
の
勝
利
者
は
、
外
闘
に
於
け
る
全
市
場
を
支
配
し
.
泊
費
者
は
唯
々
ざ
し
て
其
自
由
に
定
む
る
所
の
市
債
に
由
b
て
購
入
?
徐
儀
無
く
せ
し
め
ら
る
、
な
り
.
故
に
世
人
は
、
深
く
此
理
を
察
し
、
川
市
に
不
捺
不
屈
の
勇
気
ヤ
後
揮
し
、
白
閥
工
業
の
維
持
後
展
に
力
む
可
し
.
而
し
て
之
質
仁
会
同
民
の
異
質
の
利
盆
&
翠
ぐ
る
以
所
の
道
に
し
て
活
次
頭
部
に
も
二
五
O
之
ヶ
忘
・
却
す
可
ら
争
。
斯
の
如
く
外
閣
の
製
造
業
者
が
、
五
口
米
閣
に
於
て
不
快
田
康
責
を
行
ふ
の
結
果
は
、
米
岡
の
消
費
者
を
し
て
安
依
な
る
財
質
密
符
せ
し
む
る
の
利
便
ぞ
奥
ム
三
雄
、
米
凶
工
業
が
之
に
由
b
て
蒙
る
ぺ
き
損
失
に
比
す
る
さ
き
は
、
何
等
の
補
償
を
も
な
す
も
の
に
あ
ら
子
、
放
に
外
岡
ご
の
競
争
よ
b
ホ
ゆ
る
之
統
一
す
の
不
蛍
手
段
争
防
禦
す
る
は
吾
米
関
工
業
界
に
取
り
て
.
正
に
一
大
任
務
な
り
さ
謂
は
ぎ
る
可
ら
歩
、
同
時
に
又
五
日
人
は
米
図
の
製
造
業
者
に
し
て
斯
の
如
き
手
段
を
弄
し
て
外
閥
さ
競
争
ケ
行
は
ん
ざ
す
る
者
訟
も
排
斥
せ
古
る
可
ら
子
、
願
ふ
に
世
界
大
戦
は
幾
多
の
新
工
業
を
米
閥
内
に
起
ら
し
め
、
之
に
由
て
舎
で
欧
洲
よ
り
総
入
せ
ら
れ
し
幾
多
の
財
貨
ケ
自
給
自
足
せ
し
む
る
に
至
れ
り
、
而
し
て
之
等
の
新
工
業
は
戦
守
の
期
間
中
凡
て
政
府
の
保
護
ぞ
受
け
た
り
さ
雄
、
今
後
者
、
欧
洲
各
凶
が
再
び
共
検
出
子
守
は
ん
ざ
す
る
時
代
・
米
ら
ば
、
米
図
は
大
に
之
や
-
防
護
す
る
の
必
要
ケ
生
や
る
や
勿
論
な
り
、
郎
ち
或
闘
の
如
き
は
北
〈
長
き
経
験
に
由
り
て
米
関
に
割
し
、
競
守
上
頗
る
俊
越
な
る
地
位
ケ
有
す
る
争
以
て
、
米
園
内
の
新
競
争
者
や
」
粉
砕
し
て
、
再
び
其
市
場
ぞ
挽
回
す
ぺ
き
機
合
来
ら
ば
、
彼
紘
一
寸
は
之
が
匁
に
一
時
如
何
な
る
犠
牲
争
抑
ふ
こ
さ
あ
り
ぎ
も
、
敢
て
情
む
所
さ
せ
ざ
る
可
し
、
故
に
斯
る
外
図
が
戦
時
中
共
失
ひ
た
る
も
の
や
取
戻
き
ん
が
匁
に
、
其
最
も
感
性
さ
せ
ら
る
、
不
営
廉
支
手
段
を
も
採
用
せ
ざ
る
無
き
や
は
、
姦
に
絶
無
さ
な
す
の
限
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
、
我
米
図
工
業
は
只
今
よ
b
し
て
、
斯
る
場
合
に
廃
す
る
の
道
ぞ
攻
究
し
置
か
ゴ
る
可
ら
子
、
印
ち
今
後
の
一
欧
洲
諸
問
は
、
舎
で
実
感
名
を
馳
せ
た
る
工
業
ぞ
取
戻
さ
ん
ざ
し
て
、
之
が
匁
に
最
上
の
努
力
を
な
し
、
或
は
産
業
結
合
を
計
b
、
或
は
奨
励
金
を
交
附
し
、
或
は
関
税
的
手
段
ケ
講
じ
、
或
は
不
勝
目
廉
貞
的
方
泌
を
用
ふ
る
に
至
る
可
し
、
之
を
一
長
す
る
に
、
欧
洲
諸
国
に
あ
り
で
は
、
大
戦
後
の
惨
縫
た
る
荒
廃
を
皆
せ
ん
ご
す
る
に
は
、
唯
一
其
工
業
を
持
続
す
る
の
外
に
泣
な
く
、
而
し
て
之
に
向
て
生
子
る
凶
内
の
過
剰
財
貨
は
悉
く
之
訟
外
岡
市
場
に
販
路
ケ
求
な
る
を
以
て
良
策
ご
す
可
し
、
放
に
斯
る
事
情
の
下
に
よ
b
て
は
、
外
闘
の
生
産
者
は
絶
え
ヂ
不
営
庶
民
論
其
工
場
を
運
轄
し
、
一
方
海
外
に
積
出
し
た
る
剰
徐
貨
物
よ
b
の
利
盆
ぞ
牧
め
、
又
他
方
其
海
外
市
場
合
仮
復
す
る
の
助
け
さ
な
す
訟
以
て
、
之
に
廃
す
る
に
持
久
的
不
営
廉
貞
政
策
を
執
る
こ
ご
は
、
多
少
利
盆
す
る
結
果
を
生
十
る
も
の
ご
臼
ふ
ぺ
し
、
然
る
に
戦
争
に
由
b
、
海
外
の
消
費
者
も
亦
大
に
疲
弊
し
、
且
勝
良
カ
減
少
せ
る
が
故
に
、
妄
り
に
業
消
化
し
能
は
.
さ
る
大
量
の
貨
物
を
産
出
す
る
は
不
可
な
b
.
而
し
て
此
結
合
超
過
す
る
貨
物
、
郎
も
所
謂
破
産
貨
物
(ロ
g
r
c℃
moop)
が
盆
々
、
海
外
市
場
に
輸
出
せ
ら
る
、
に
至
ら
ば
、
吾
人
は
宜
じ
〈
之
に
向
て
防
禦
の
策
ケ
取
り
、
米
闘
を
し
て
斯
る
貨
物
の
不
常
廉
貨
市
場
た
ら
し
め
ゴ
ら
ん
事
?
計
る
可
き
な
り
。
諸
国
に
於
て
施
行
中
の
不
蛍
廉
責
割
抗
法
は
自
ら
二
.
極
に
分
類
せ
ら
る
、
一
不
蛍
廉
貢
口
聞
に
認
す
べ
き
関
税
率
ぞ
高
く
す
る
法
案
、
二
競
争
上
の
不
正
手
段
ご
し
て
、
不
常
廉
寅
ケ
制
限
し
、
者
く
は
之
を
禁
止
す
る
泌
案
.
之
な
り
。
加
奈
陀
の
法
律
は
不
常
廉
貢
に
反
濁
し
て
制
定
せ
ら
れ
た
る
関
税
泌
さ
し
て
最
も
能
く
人
に
知
ら
れ
、
二
五
商
業
主
経
持
又
率
先
的
に
行
は
れ
た
る
注
例
に
し
て
、
直
ち
に
南
米
聯
合
諸
邦
に
於
て
模
倣
せ
ら
る
、
に
至
れ
り
、
而
し
て
此
法
律
は
一
九
一
三
年
十
月
三
日
間
図
下
院
を
通
過
し
た
る
も
の
に
て
、
舎
で
上
院
に
於
て
否
決
せ
ら
れ
た
る
関
税
治
案
合
基
礎
ご
し
、
其
内
の
不
嘗
廉
貞
に
濁
す
る
法
文
中
よ
り
作
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
其
内
容
は
、
「
加
奈
陀
に
産
す
る
さ
同
一
一
砲
の
商
品
に
し
て
、
之
を
加
奈
陀
へ
輸
出
し
‘
若
く
は
加
奈
陀
に
於
げ
る
総
入
者
の
手
許
に
質
際
に
頁
ら
る
〉
債
格
が
、
輪
出
国
に
於
て
其
輸
出
の
時
消
費
者
に
責
捌
る
、
市
場
債
位
以
下
な
る
時
は
、
在
来
課
し
た
る
税
率
の
外
に
百
分
の
十
五
を
越
え
ぎ
る
特
殊
税
印
も
不
蛍
廉
寅
枕
ケ
賦
課
し
、
欲
放
し
.
又
は
支
挑
を
忽
き
し
む
」
さ
規
定
せ
り
、
此
特
殊
枕
は
自
由
賦
課
又
は
課
税
表
、
い
由
る
賦
課
の
敦
れ
を
も
採
用
せ
り
u
次
に
又
直
接
の
販
貢
に
依
ら
宇
し
て
委
托
販
頁
な
る
名
義
を
以
て
、
回
、
避
を
企
て
ん
ご
す
る
者
に
謝
し
て
は
議
合
よ
り
総
督
に
封
し
て
趨
宜
底
分
す
る
の
権
能
争
奥
へ
た
り
。
換
他
利
共
和
岡
の
一
九
O
六
年
の
工
業
保
存
注
も
二
五
ニ
亦
不
信
康
士
民
会
以
て
競
争
上
の
不
正
手
段
な
り
ざ
し
て
取
扱
へ
り
、
而
し
て
治
体
上
不
正
競
争
さ
は
、
凡
ゆ
る
場
合
に
於
け
る
填
他
利
工
業
、
に
劃
す
る
競
争
関
係
を
指
稿
せ
b
、
故
に
其
工
業
の
保
存
は
、
之
を
税
関
監
督
長
官
又
は
高
等
法
院
剣
事
の
怠
児
に
従
へ
ば
「
喚
他
利
共
和
闘
の
利
盆
た
る
べ
き
も
の
に
し
て
営
然
.
生
産
者
、
職
工
、
及
消
費
者
に
利
害
関
係
を
有
す
る
も
の
な
ら
ぎ
る
可
ら
十
」
さ
せ
り
、
而
し
て
競
争
に
闘
し
で
は
、
以
下
列
奉
し
た
る
も
の
に
濁
し
、
英
反
詮
を
翠
げ
得
、
ざ
る
場
合
は
不
正
手
段
ご
見
倣
さ
る、
一
、
普
通
の
通
商
欣
態
ご
雄
、
塊
園
口
仰
を
し
て
其
製
造
子
中
止
せ
し
め
、
又
は
市
場
よ
り
沼
地
か
し
め
若
く
は
労
働
に
調
し
不
充
分
な
る
報
酬
を
奥
ふ
る
の
原
因
さ
な
る
も
の
。
ご
、
聡
入
者
の
採
用
手
段
が
不
正
な
る
も
の
。
三
.
競
争
が
事
笠
上
、
襖
図
工
業
の
労
働
報
酬
を
不
十
分
な
ら
し
む
る
結
果
を
来
た
す
恐
れ
ゐ
る
も
の
。
四
、
競
争
が
事
賃
上
、
喚
図
工
業
の
賀
質
そ
破
壊
し
、
若
〈
は
労
働
者
を
失
業
せ
し
h
u
る
結
果
ぞ
生
十
る
恐
あ
る
も
の
。
五
、
総
入
口
聞
が
生
産
地
の
普
通
の
生
産
費
以
下
に
て
、
若
く
は
只
込
地
の
市
慣
以
下
に
て
海
外
市
場
に
於
て
買
込
ま
れ
た
る
も
の
。
六
、
諸
掛
b
込
の
公
千
な
る
外
国
生
産
市
場
の
債
格
以
下
に
て
商
品
が
填
図
内
に
頁
ら
る
¥
み
も
の
等
之
な
り
、
俗
、
此
法
律
は
斯
の
如
き
不
正
な
る
競
争
に
閲
し
て
、
告
訴
の
保
攻
守
γ
定
め
、
者
、
法
律
に
迷
反
す
る
者
あ
る
場
合
は
、
貨
物
の
総
入
を
紹
割
に
禁
止
し
、
者
〈
は
、
特
別
俊
件
又
は
制
限
ぞ
附
す
ご
規
定
せ
b
。
米
国
の
不
蛍
成
寅
お
抗
、
法
は
、
一
九
一
六
年
九
月
八
日
を
以
て
談
合
に
於
て
制
定
せ
ら
れ
し
が
此
法
案
を
通
過
せ
し
め
た
る
直
接
原
因
は
濁
逸
の
コ
I
Y
タ
I
Y
染
料
工
業
が
、
図
際
的
最
上
権
を
維
持
せ
ん
ご
し
て
、
競
争
上
不
正
手
段
を
弄
し
た
る
に
由
る
な
b
此
治
体
に
依
れ
ば
、
令
来
園
内
に
於
て
販
資
す
る
目
的
合
以
て
、
之
eT
輸
入
し
た
る
も
の
は
、
何
人
た
る
ケ
問
は
や
J
、
有
罪
行
結
局
ご
認
な
ご
な
せ
b
、
又
不
正
不
世
庇
賢
二
刷
債
格
禁
止
規
定
の
外
該
注
律
に
は
「
組
み
合
せ
一
三
口
頁
」
(
司
口
一
z
z
o
P
R
E
m
)
に
閲
す
る
規
定
を
も
設
け
た
り
、
印
ち
滋
に
甲
乙
雨
者
が
協
定
に
由
り
て
、
甲
者
は
其
・
相
手
方
た
る
乙
者
診
し
て
、
甲
者
以
外
の
者
の
物
口
間
企
使
用
し
、
買
入
れ
、
又
は
取
扱
ふ
事
を
得
5
ら
し
む
る
か
、
者
く
は
、
之
等
の
行
ゑ
に
制
限
を
附
し
た
b
ご
す
る
時
、
斯
の
如
き
物
品
が
米
国
に
総
入
せ
ら
る
冶
時
は
、
倍
額
の
開
校
舎
課
す
る
こ
さ
之
な
b
、
放
じ
例
へ
ば
、
猫
逸
の
染
料
工
業
が
、
米
国
内
に
於
て
或
必
要
な
る
一
色
に
つ
き
専
責
権
ぞ
有
す
る
に
静
岡
り
て
此
一
色
を
取
除
け
ば
他
の
色
は
自
由
に
米
園
内
に
で
求
め
得
ら
る
〉
に
拘
ら
争
、
加
御
逸
は
共
一
色
に
濁
す
る
米
国
の
不
自
由
を
利
用
し
て
、
自
国
の
総
出
す
る
他
の
染
料
の
全
部
を
、
之
さ
共
に
強
ひ
て
買
は
し
め
ん
ご
計
る
が
如
き
は
伎
A
T
'
如
何
な
る
協
定
を
以
て
す
ご
雄
、
米
岡
の
治
体
上
全
然
不
可
能
さ
せ
ら
る
〉
な
り
。
既
に
越
ぺ
し
如
く
不
仲
田
廉
貢
に
は
三
個
の
重
姿
な
る
匹
別
ゐ
b
、
印
ち
一
一
刺
徐
生
産
子
救
、
依
仰
せ
ん
が
結
局
に
、
二
五
三
散
布
的
の
販
貢
商
業
さ
怒
沼
?
な
す
事
、
換
言
す
れ
ば
図
際
貿
易
問
に
見
切
支
(出
R
q
r
M
g
-
g
)
の
提
供
を
な
す
事
、
二
外
閣
の
工
業
家
が
結
え
や
J
共
工
場
の
迩
特
ケ
維
持
す
る
匁
に
業
生
産
の
一
部
分
を
自
国
相
場
よ
り
安
債
な
る
市
僚
に
於
て
、
持
久
的
に
我
閣
に
頁
込
み
悲
る
卒
、
三
我
図
工
業
の
存
立
を
段
損
し
、
破
壊
し
、
又
は
妨
ぐ
る
の
目
的
争
以
て
、
不
秒
間
の
値
引
ケ
な
す
事
。
之
な
り
。
一
九
一
六
年
の
米
国
法
案
は
此
第
三
種
の
不
常
廉
交
に
濁
し
て
の
み
制
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
て
、
去
も
第
一
ご
第
二
ど
に
つ
き
、
規
定
す
る
所
な
し
。
外
国
生
産
者
の
深
謀
熟
慮
に
由
り
て
、
米
闘
の
工
業
が
危
態
に
頻
す
る
も
、
或
は
又
米
闘
の
工
業
自
身
の
不
注
意
に
出
b
て
事
滋
に
至
る
も
、
結
局
に
於
て
は
何
等
怨
む
所
な
し
ご
雄
、
大
般
に
於
て
図
家
の
政
策
が
、
斯
る
方
面
に
関
奥
す
る
限
り
は
、
外
国
人
の
企
闘
す
る
所
の
如
言
、
寧
ろ
第
二
次
的
の
も
の
に
し
て
、
之
よ
り
生
歩
る
結
果
は
容
易
に
之
を
防
止
し
得
べ
き
も
の
ご
な
さ
い
る
可
ら
子
。
二
五
回
加
奈
陀
の
不
営
廉
責
防
止
策
は
確
か
に
有
殺
に
し
て
.
且
比
積
の
問
題
を
庭
介
す
る
上
に
於
て
良
好
の
方
注
た
る
事
争
認
定
し
た
る
台
以
て
、
我
米
闘
は
之
に
依
b
て
、
一
見
に
綬
密
な
る
組
織
管
理
及
方
法
等
に
つ
き
て
案
出
?
な
す
に
到
れ
り
、
比
方
法
は
比
較
的
別
単
純
な
り
さ
雄
、
我
米
図
に
取
り
で
は
、
非
常
に
便
利
多
く
且
永
世
易
ふ
可
ら
ゴ
る
も
の
さ
な
b
、
其
結
果
関
税
の
増
牧
子
一
不
す
に
至
り
し
が
、
然
し
こ
聞
に
於
て
結
局
に
市
伎
会
附
脱
走
せ
し
め
、
治
費
者
の
負
絵
子
し
て
重
か
ら
し
な
る
に
至
れ
り
、
一
九
一
六
年
の
米
関
法
案
は
、
事
賃
上
不
営
廉
貨
の
問
題
に
関
し
て
満
足
な
る
解
答
を
輿
ム
可
き
根
祇
争
作
れ
る
も
の
な
り
ぎ
雄
、
倫
此
法
律
は
宵
(
質
並
に
方
注
の
南
方
面
に
於
て
、
修
正
を
加
ふ
可
き
も
の
あ
り
、
却
も
先
づ
不
営
廉
責
の
凡
て
の
種
類
が
、
米
図
工
業
に
危
害
子
加
へ
若
く
は
.
之
を
滅
巴
に
導
か
ん
ご
す
る
場
合
を
も
合
ま
し
め
‘
ざ
る
可
ら
子
、
次
に
米
図
の
工
業
に
濁
し
て
外
閣
の
競
争
者
が
、
故
意
に
し
て
且
不
正
な
る
手
段
を
弄
し
た
る
場
合
は
勿
論
狛
一
一
般
に
海
外
市
場
に
於
て
行
は
る
¥
為
市
債
以
下
の
相
場
、
若
く
は
海
外
に
於
け
る
製
造
原
倍
以
下
の
相
場
T
以
て
、
米
国
に
頁
込
ま
ん
ご
す
る
場
合
ケ
も
合
ま
し
め
F
る
可
ら
子
、
而
し
て
又
此
法
律
の
刑
事
上
の
規
定
は
之
ケ
維
持
す
る
の一誠一ゐ
b
ご
雄
、
之
h
T
m
服
格
な
る
刑
治
の
手
続
よ
り
見
て
、
栄
し
て
其
貫
詮
を
挙
げ
得
る
や
否
や
は
、
不
作
凶
廉
支
の
場
合
特
に
支
障
多
し
、
何
さ
な
れ
ば
罪
含
犯
す
者
は
多
く
は
海
外
に
於
け
る
自
己
の
園
に
居
住
す
る
か
ι
以
て
、
之
を
我
米
図
の
法
廷
に
羅
致
す
る
こ
ご
は
非
常
に
困
難
εす
る
所
な
れ
ば
な
り
、
故
に
此
法
律
の
刑
事
規
定
は
、
大
統
領
に
権
限
合
奥
へ
て
、
其
告
示
を
以
て
枕
を
追
認
し
、
又
は
米
国
内
に
於
て
組
織
的
に
不
蛍
廉
支
を
行
は
ん
ざ
す
る
も
の
に
到
し
之
ケ
禁
止
せ
し
め
ゴ
る
可
ら
歩
、
之
国
よ
り
不
営
廉
良
が
米
図
工
業
の
設
備
に
危
害
を
加
ヘ
、
若
く
は
之
を
破
壊
す
る
に
蛍
り
、
之
訟
防
ぐ
の
必
wx
あ
り
さ
認
め
た
る
場
令
に
限
る
も
の
な
b
、
又
令
永
岡
関
税
委
員
は
既
に
不
仲
田
廉
一
一
只
ケ
調
査
、
研
究
す
る
権
限
を
附
奥
せ
ら
れ
た
b
芯
雄
、
今
一
歩
を
進
め
て
不
常
廉
貨
に
閲
す
る
訴
を
部
取
し
且
其
後
見
に
係
る
所
を
大
統
仮
に
共
中
し
、
大
統
領
を
し
て
之
を
熟
慮
断
行
合
匁
不
営
庶
民
論
き
し
な
る
の
機
関
た
ら
し
め
ぎ
る
可
ら
や
、
而
し
て
此
不
営
廉
貞
調
抗
注
は
加
奈
陀
治
三
之
ふ
比
較
す
る
さ
き
は
倫
未
だ
其
基
礎
薄
弱
た
る
診
兎
が
れ
子
、
貫
・
に
加
奈
陀
治
は
不
蛍
廉
寅
の
個
々
の
支
障
に
虚
し
て
甚
だ
有
効
A
に
之
が
通
用
を
な
し
得
る
も
の
さ
臼
ム
ペ
し
、
然
る
に
我
米
国
の
大
統
伎
が
其
裁
量
?
以
て
施
行
命
令
を
後
し
之
に
由
b
て
不
営
廉
寅
ヶ
防
止
せ
ん
ご
す
る
雄
カ
は
、
聯
邦
通
商
委
員
(
句
色
。
g
ご
B
仔
(
U
O
H
ロ
5
5
2ロ
)
が
其
立
治
手
続
の
範
園
内
に
属
す
る
者
の
不
正
競
守
を
防
止
す
る
権
力
ε共
に
将
来
米
図
の
工
業
に
十
分
な
る
満
足
会
奥
ヘ
、
且
有
殺
に
斯
る
競
守
の
4
襲
来
診
防
止
し
得
可
し
ε信
子
。
二
五
五
